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ゴム材の止水性能を確認するため，止水要素試験（耐圧試験，圧送試験，充填・止水試験，副閉止補助材

の目詰部分の止水試験）を実施した。 
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1. 試験概要 
 1-1 耐圧試験 

完全に硬化するまでのゴム材と管内面との接着強さを評価するため、管に

注入直後からゴム材に水圧を付加する耐圧試験を実施した。試験には内径約

50 mm のパイプに 20 mm および 45 mm の厚さにゴム材を充填したものを使

用した。一定速度で昇圧した結果、充填厚さ 20 mm では 5 kPa で漏水が認

められたが、充填厚さ 45 mm では 0.45 MPa まで漏水は認められなかった。

図 1 に、ゴム材充填厚さ 45 mm での経過時間と圧力を示す。 
1-2 圧送試験 

実機施工でベント管へゴム材を注入する場合には、高粘度のゴム材を約 20 m のホースで圧送する必要

があるため、R300mm の曲げを 2 か所に設けた長さ 20m のホースを用いた圧送試験を実施した。その結

果、粘度 400 Pa・s のゴム材を 20 m 圧送できることが確認できた。 
1-3 充填試験および止水試験 

 本ゴム材の充填性，止水性能を確認することを目的に， 1) 充填試験 2) 止水試験を実施した。 
試験体には，実機ベント管直径の 1/10 スケールとなる直径約 200 mm×2000 mm のアクリル製の管を用

いた。試験体は，20°の角度で設置し管内に発泡ウレタン製の半円の堰を設けた。 
1) 充填試験では，ゴム材を気中環境で充填した。ゴム材の初期粘度を 350 Pa・s とした試験の結果，ゴ

ム材が管内から流出等することなく，良好にゴム材が充填されることを確認した。 
2) 止水試験では，ゴム材を流水環境（15 L/min）で充填した。ゴム材の初期粘度を 400 Pa・s とした試

験の結果，漏水が滴下程度に抑えられ，止水性能の判断基準である漏水量基準値（1 L/min）以下を達成

した。 
1-4 副閉止補助材としての目詰試験 

実機施工で，ベント管内に最初に設置される閉止補助材の展開後に残ると

想定されるスリット型隙間を簡易的に模擬した試験体を用い，流水環境（15 
L/min）で目詰試験を実施した。パラメータ設定は，材料特性試験で得られ

た粘度・温度変化データ，前項の充填・止水試験結果を参考とした。注入後隙

間端部にゴム材が到達した時の粘度が，1-3 で止水が達成された 400Pa・s とな

るよう材料を 40°C で保管し，注入時初期粘度を 150Pa・s に設定した。充填は，1 本約 3 kg のゴム材

が充填可能な治具を用い、その試験の結果，材料の硬化が想定より速く，充填速度，充填量が不足し，

隙間端部まで十分に材料が到達せず，十分な目詰性は確保できなかった。この結果を基礎として粘度，

充填速度，充填量のパラメータを制御することを事前評価し，止水材料に適用可能と判断した。 
 

2．まとめ 
耐圧試験，圧送試験，1/10 スケール充填試験および止水試験では，良好な結果が得られた。実隙間を

模擬した目詰試験では，隙間端部に到達せずに目詰性能の確保ができなかった。これはゴム材の粘度が

高く流動性が不足していたことが要因であった。この結果を基礎として，事前評価で粘度，充填速度，

充填量等のパラメータを制御することができると評価し，止水材料への使用が可能と判断した。 
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図 1 経過時間と圧力 
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